
「100年後も⼈もヤマネコも対⾺の森で⽣きていく」
対⾺もりびと協同組合の活動

環境で地⽅を元気にする地域循環共⽣圏づくりプラットフォーム事業

2023年7月4日ver

一般社団法人MIT 吉野元

休眠預⾦等活⽤制度に基づく第3世代による 九州位置(地域)価値創造事業
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現在
荒れた森
獣害被害
放置林・管理不⾜
担い⼿不⾜
森離れ
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⽬指すべき森づくりビジョン
7つのゾーンでの多様な森

生産育林の森

キタタキの森

清流と蛍の森

どんぐりの森

しいたけの森

みつばちの森 原生大樹の森

木材利用・加工
の拡大

森林サービス産業
の発展

産業人材の確保と育成 木育・啓発による浸透

⽣産育林の森：主伐再造林、防⿅柵、間伐
キタタキの森：多間伐⻑伐期施業、択伐、複層林
清流と蛍の森：畦畔林の保全、カエデ類
どんぐりの森：明るい広葉樹の森、齧⻭類
しいたけの森：しいたけ栽培・間伐林・蝶
みつばちの森：多様な広葉樹・蜜源
原⽣⼤樹の森：寺社林、原⽣林、スダジイ



対⾺もりびと協同組合

対⾺⽊材事業
協同組合 MIT

海⼦丸園⽥林業

【ミッション】組合員たちによる多様な森づくり事業の創出
【ビジョン】 100年後も⼈もヤマネコも対⾺の森で⽣きていく
【バリュー】 林業事業体・漁師・林家・MITが組合組織を運営

組合員

代表理事：松本⾠也
専務理事：吉野 元
理事 ：細井尉佐義
理事 ：園⽥益也
参事 ：森⽥雄⼤
顧問 ：嶋⽥俊平

【事業内容】

利⽤料（⼿数料）
場の提供
共同事業の実施

認定林の確保と組合員と
の共同管理

認定林の確保・管理
拠点の整備・運営
各種資⾦獲得
その他組合員との各種共同事業

・認定林の確保と組合員との共同管理
・拠点の確保と整備、管理
・組合員が活動するための各種資⾦調達
・その他組合員との各種共同事業

組合員が多様な森づくり事業を進めるための場づくり（受け⽫）

組合員が活動するための
各種資⾦調達

拠点の確保と整備、管理

その他組合員との
各種共同事業

【出資者:4社】
対⾺⽊材事業協同組合・
MIT・園⽥林業・海⼦丸

A社

対⾺もりびと（組合員・準組合員）

準組合員

D社

B社

E社

C社

F社
…

事業主体として、森林整備、家具/⽊⼯品の製造・販売、体験/研修/イベント、調査等の事業実施

（出資⾦あり、決議権あり） （出資⾦なし、決議権なし）
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コンセプト〜森への⼊り⼝〜

• ⼈が⾃然と触れ合う場を作る。まずは森→⾥・海
• ⾃然の楽しさを味合う体験・遊び・学びの場の提供
• ⾃然の恵みを味わう⾷の提供
• ⾃然の恵みでリラックスできる場の提供
• 家族・有⼈・異⽂化の⼈との交流・対話ができる場所
• 森の新事業や体験が⽣まれる場所
• 知的好奇⼼も⾼める場所

【コミュニティ（拠点）づくり事業】
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薪置き場 薪製造
トイレ

シャワー

舟志の森自然学校の整備

↓⽊⼯ラボ

セミナールーム↑ ↑宿泊室↑執務室/
シェアオフィス

↑カフェ
（セルフ）

↑おもちゃ美術館

物販・展⽰室↓

ボタニカルガーデン・圃場
/キャンプ場/多頭捕獲実証実験等

-グランド-

2月 市への申請書提出

4月 採択通知あり

6月 使用開始（荷物撤去完了）

6月〜8月 申請書作成、改修開始

10月〜 活用&改修(長期的）

2023年

【コミュニティ（拠点）づくり事業】



費⽬ ⾦額 摘要

薪の製造・販売 248,000

KATARIVA体験⽤：週2（⽉8回）×8ヶ⽉+2組×10回
×3ヶ⽉【2,000円／束(回)】
※周年で週2回（⼟⽇を想定）焚き⽕を囲んだ対話の
場を提供する(TAKIVIVA体験、12⽉〜提供開始)。加
えて、夏の3ヶ⽉間に⽉2組×10回で、BBQの場を提供
する。

セミナールーム（講義室） 60,000 5⽇/⽉×12ヶ⽉【1,000円／件】
カフェ・フリースペース 120,000 コーヒーのセルフ、⾃習スペース利⽤料2⼈(⽇）×10⽇×12ヶ⽉【500円／⼈】

店舗・物販運営(販売⼿数料） 160,000 物販スペース使⽤料【⼿数料20,000円／⽉】8ヶ⽉（R6年2⽉から使⽤開始予定）
会議室 100,000 2.5時間/⽇×10⽇×8ヶ⽉【500円／時間】
サテライトオフィス 180,000 1社【30,000円／⽉・室】6ヶ⽉
寝室（男・⼥） 100,000 4名利⽤×5⽇/⽉×5ヶ⽉【1,000円／名】
研究開発・⽊⼯室 480,000 2名利⽤×10⽇間×12ヶ⽉【2,000円／名】
TAKIVIVA体験 160,000 4名×週2（⽉8回）×10ヶ⽉【500円／名】
ドッグラン 24,000 2組/⽉×12ヶ⽉【1,000円／組】
キャンプサイトの提供 96,000 1組×8回(⽉)×6ヶ⽉【2,000円／組】
研修会の企画・開催 400,000 8回【50,000円／回】
イベントの企画・開催 160,000 10名×8回【2,000円／名】
視察の受⼊ 480,000 2回(⽉) 【20,000円／回】
事業外収⼊ 10,000,000 有⼈国境離島雇⽤拡充⽀援事業（創業）、休眠預⾦等活⽤事業、⾦融機関からの借⼊れ
資本⾦ 800,000
合計 13,568,000

⾈志の森⾃然学校で想定する歳⼊
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⾈志の森⾃然学校で荷物移動・撤去（12⽉末完了予定）
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【ものづくりLab事業】



14⽊⼯職⼈



【ものづくりLab事業】
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有⼈国境離島雇⽤拡充（創業）での事業展開

・対⾺もりびとの確保・育成
・商品開発（ものづくり・体験づくり）
・Shopbotの導⼊による「もりびと⼯房」の整備
・家具・⽊⼯品・リフォーム等の制作・販売

【ものづくりLab事業】



今後商品化したいもの

» ⽊炭（サクラ、クヌギ、ナラ、カシ類）→⽔道⽔の浄化⽤
» 薪・スウェーデントーチ
» 家具・遊具（広葉樹）
» ⽊⼯品（特に、ネコ適正飼養推進のネコ⽤品（キャットウォークなど）
» エッセンシャルオイル
» ツバキオイル
» メープルシロップ（イタヤカエデ、イロハモミジ）
» しいたけ原⽊（クヌギ、コナラ、アベマキ）⼿作り体験？
» 蜂蜜・⾃然薯・たけのこ・その他⼭菜
» ヤマサンショウ、ヤマチャ
» 草⽊染め体験
» 猫⽤のマタタビ
» テボ・カゴ（⽵）
» ナチュラルリース
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※構想中
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モデル林①：豊玉町 トラヤマの杜貝口スス山

環境省30by30へ
自然共生サイトへの登録審査中

【森づくり事業】



等高線

舟志の森

道路縁

上対馬町_小班
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モデル林②：上対馬町舟志の森





区画3

区画4,5

区画6

ツシマモリビト池⽥⽒作成

区画7



区画8

多頭捕獲の実証実験

AIDやdaidaiとの連携



「対馬もりびとの森（自然共生サイト）」を増やす

小規模の針葉樹→小規模皆伐・強度間伐→広葉樹に更新

コンサル・調査事業

森林所有者・⼟地の特定

森林所有者との協議（管理契約）

実態調査・ゾーニング・管理計画策定

対⾺もりびとが管理・保全を実施

対⾺もりびとの森として指定

簡単な植⽣調査やモニタリングの実施

自然共生サイト、OECMへの登録申請

対
⾺
も
り
び
と
協
同
組
合
が
実
施



• 対⾺の森林性のコウモリの⽣息調査を⼭⼝⼤学の松村澄⼦先⽣の
研究チームが来島し、実施。森林の健全度や豊かさを⾒る上でコ
ウモリも重要な指標【8/6-8、10/1-2】 ：論⽂に掲載
• ⻑崎⼤学環境科学部服部充先⽣らによる対⾺の森の健全度の評価
（⿅の被害による⼭林の表⼟の流出状況の把握と、埋⼟種⼦の現
存量の調査）【9/12対応】
• 景観⽣態学博⼠の⾕神（旧重原）⽒によるモデル林での植⽣調
査・現地踏査【初回10/5-10/9、2回⽬11⽉】
• daidaiと獣害研修会・被害調査の実施【10⽉、11⽉、12⽉】
• フォレスターズ合同会社⼩森胤樹（森林総合監理⼠）の現地視

察・⾏政との意⾒交換会の実施【来島11/4-11/5, 12⽉】
• 京都⼤学フィールド科学教育研究センターがモンベルと進めてい
る⼭の健康診断調査に参加し、玖須の森（モデル林）での⽔質調
査実施

外部専⾨家や⼤学、企業等との連携(2022年度）
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日時：2022年10月22日（土曜日）、23日（日曜日）
①10時00分～ ②11時00分～
③14時00分～ ④15時00分～

定員：各回15名
場所：動物情報館ZooLab 多目的コーナー
対象：どなたでも（未就学児は保護者同伴）
参加費：300円
講師：吉野由起子（一般社団法人MIT）

福岡市動物園動物情報館ZooLab

【コミュニティ（拠点）づくり事業】



【コミュニティ（拠点）づくり事業】



対⾺もりびと体験ワークショップ（室内）

蜜蝋を使ったアロマクリーム作り

今後、このようなワークショップの担い⼿や企画、
受け⼊れをしてくれそうな⽅々向けに開催。

参加者：合計６名

⽇時：5⽉８⽇(⽉)14:00~16:00
９⽇(⽕)14:00~16:00

■新規プログラム提案
・蜜蝋ハンドクリーム作り
・⼯作キットの販売
・蜜蝋ワックスバー作り
・蜜蝋ロウソク作り
蜂蜜収穫体験と併せて開催検討

【コミュニティ（拠点）づくり事業】



対⾺の⽊×消しゴムはんこ体験
・キーホルダー（イノシシorシカの⾰紐、⿇紐）
・コースター
・フレグランスプレート
現在製作中

対⾺もりびと体験ワークショップ（室内）

【コミュニティ（拠点）づくり事業】



メープルシロップの商品化
池⽥⽒×⽐⽥勝中学校
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参加者：15名（⼤⼈12名、⼦供3名）
スタッフ：14名
（ツシマヤマネコ応援団2名、環境省4名、

住友⼤阪セメント4名、MIT4名）
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獣害ハンターの育成 with daidai



⽊育の推進
おもちゃの制作・販売



今年度の⽬標・取組内容
•⾈志の森⾃然学校の整備
• Shopbotの導⼊、⽊⼯教室の整備

•対⾺もりびとの森（モデル林）の管理計画の作成
•対⾺もりびとメンバーとの連携体制の構築
•林産物・体験等の開発・販売
•おもちゃ美術館構想（おもちゃ広場の開催）
•「対⾺もりびとの森」（⾈志）の森林整備の実施
•⾃然共⽣サイトへの登録・モニタリング⼿法の確⽴
•多頭捕獲の実証実験
•イベントの開催（⽉1回）



事業化に向けた課題
プラットフォームのチームづくり
・各種事業化に向けて関係者の役割分担と責任の範囲等
・コアメンバー（組合員）＋サブメンバー（準組合員）+パートナーの明確化？

対⾺もりびと協同組合

組合員

利⽤料（⼿数料）
場の提供
共同事業の実施

対⾺もりびと（組合員・準組合員）

準組合員

…

事業主体として、森林整備、家具/⽊⼯品の製造・販売、体験/研修/イベント、調査等の事業実施

（出資⾦あり、決議権あり） （出資⾦なし、決議権なし）

⾏政、個⼈事業主、その他の会社、地主、個⼈等パートナー：


